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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、IV型ジアシルグリセロールキナーゼサブファミリーに属します。ジアシルグリセロールキナーゼは、ジアシルグリセロールのリン酸化を介して細胞内濃度を調節し、ホスファチジン酸を生成します。この遺伝子によってコードされる酵素の具体的な役割は未解明ですが、網膜におけるホスファチジン酸の産生、あるいは劣性遺伝性の網膜変性において重要な役割を果たす可能性があります。 [RefSeq提供、2008年7月],触媒活性:ATP + 1,2-ジアシルグリセロール = ADP + 1,2-ジアシル-sn-グリセロール3-リン酸。,類似性:真核生物ジアシルグリセロールキナーゼファミリーに属します。,類似性:1つのDAGKcドメインを含みます。,類似性:2つのANKリピートを含みます。,類似性:2つのホルボールエステル/DAG型ジンクフィンガーを含みます。,
	研究分野
	グリセロ脂質代謝;グリセロリン脂質代謝;ホスファチジルイノシトールシグナル伝達系;
	画像データ
	

	DGKI抗体を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	DGKI抗体を用いた293細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：1000に希釈したDGK-ιポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

